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課程・学科

　学校で学ぶ時間帯や学び方の違いによって、全日制、定時制、多部制、通信制の課程に分かれています。

課程

学科

通信制通信制

普通科普通科普通科

多部制

定時制

全日制

（http://www.hyogo-c.ed.jp/̃koko-bo/inspire/index.html）

高等学校は、設置者別に国立、公立、私立等と区別できますが、この冊子ではみなさんが出願できる公立
高等学校として、兵庫県立高等学校および県内市立高等学校を、課程別や学科別に紹介しています。
はじめに、高等学校の課程、学科や入学者選抜制度について説明をしています。
続いて、みなさんが出願できる第２学区及び隣接区域の全日制普通科（単位制を含む）、総合学科、職業
教育を主とする学科（職業学科）、特色ある専門学科、中高一貫教育校、並びに定時制・多部制・通信制
の順に各学校の特徴等を掲載していますので、みなさんが学びたいことが学べる学校選びをする際の参考
にしてください。
また、各高等学校はホームページを開設しており、インターネットを活用して高等学校について調べるこ
ともできます。県教育委員会ホームページからも調べることができます。

普通科では、国語、地理歴史、公民、数学、理科、英語などの教科を中心に学びます。生徒の進路希望や
興味・関心に応じて系統的に教科・科目が選択できるよう、文系、理系以外にも、芸術類型、生命科学類
型、福祉ボランティア類型、教育類型などの特色ある「類型」が設置されている高等学校もあります。
また、類型にかかわらず、幅広い学習ニーズにこたえるため、「情報処理」や「社会福祉基礎」など、専
門科目を含めた幅広い選択科目も設置されています。
さらに、地域の実態、生徒の学習ニーズ等を踏まえ、それぞれの分野や領域に関する学習を取り入れた、
国際文化系コース、自然科学系コース、健康福祉系コース、総合人間系コースが設置されている高等学校
もあります。

各課程において、学習する内容の違いにより、普通科、総合学科、職業教育を主とする学科（職業学科）、
特色ある専門学科が設置されています。

授業や学校行事、部活動などの教育活動が昼間に行われます。各高等学校の特色に応じて、
時間割やクラス編成などが工夫されています。

昼間や夜間の特別な時間帯に教育活動が行われます。午後１時頃から４時頃まで学ぶ昼間定
時制と午後５時頃から９時頃まで学ぶ夜間定時制があります。

複数の時間帯に教育活動が行われます。午前（１部）、午後（２部）、夜間（３部）の３つの
部があり、いずれかの部に所属して学習します。それぞれの生活スタイルに合わせ、部をこえて
時間割を組み、学習することもできます。

通信の方法による教育活動が行われます。リポートの提出や年間に定められたスクーリング
（教室などで、先生から直接指導を受けること）などによって単位を修得できます。
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（全日制における職業学科の種類、設置校一覧）　　　　　　　　　　　※平成29年度入学者選抜実施予定校

（定時制・多部制における職業学科の種類、設置校一覧）　　　　　　　※平成29年度入学者選抜実施予定校

商業に関する学科 定時制：長田商業高校、龍野北高校

工業に関する学科
定時制：神戸工業高校、神崎工業高校、小野工業高校、相生産業高校、
　　　　市立神戸工科高校
多部制：飾磨工業高校

種　　類 学　　　校　　　名

種　　類 学　　　校　　　名

水産に関する学科 香住高校

家庭に関する学科 西脇高校、松陽高校、小野工業高校、社高校、佐用高校、山崎高校

看護に関する学科 龍野北高校、日高高校

福祉に関する学科 龍野北高校、日高高校

農業に関する学科

工業に関する学科

商業に関する学科

総合学科

職業教育を主とする学科（職業学科）

総合学科では、生徒の興味・関心、進路希望などに応じて、共通科目と専門科目の両方から自分自身で科目を
選び、学習することができます。
将来の職業や生き方について考える科目「産業社会と人間」をはじめ、様々な科目を学習することを通じて、

自分自身の進路に対する意識や関連した知識等を高めることができます。
多様な選択科目は、「系列」と呼ばれるグループに分けられており、各高等学校において、多くの特色ある系
列が設置されています。
（総合学科の設置校一覧）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成29年度入学者選抜実施予定校
神戸甲北高校、須磨友が丘高校、武庫荘総合高校、西宮今津高校、伊丹北高校、有馬高校、明石南高校、
加古川南高校、三木東高校、香寺高校、太子高校、豊岡総合高校、和田山高校、淡路高校、市立須磨翔風高校

農業や工業、商業など、各分野におけるスペシャリストをめざして、専門的な内容を学習します。バイオテク
ノロジーやコンピュータなど、時代の先端を担う科目が数多く設置されています。また、建築や簿記、情報処理
等、それぞれの専門分野に合わせた多くの資格を取得することもできます。

有馬高校、氷上高校、篠山産業高校、篠山東雲高校、農業高校、播磨農業高校、
上郡高校、佐用高校、山崎高校、但馬農業高校

兵庫工業高校、尼崎工業高校、篠山産業高校、東播工業高校、西脇工業高校、
小野工業高校、飾磨工業高校、姫路工業高校、相生産業高校、龍野北高校、
豊岡総合高校、洲本実業高校、市立科学技術高校、市立尼崎双星高校

神戸商業高校、氷上高校、篠山産業高校、松陽高校、小野高校、姫路商業高校、
相生産業高校、洲本実業高校、神戸市立新設商業高校（校名は未定）、
市立尼崎双星高校、市立伊丹高校、市立明石商業高校
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（単位制による課程設置校一覧）　　　　　　　　　　　　　※総合学科を除く平成29年度入学者選抜実施予定校

単位制

中高一貫教育校

（特色ある専門学科設置校一覧）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成29年度入学者選抜実施予定校

特色ある専門学科

神戸高校（総合理学科）、兵庫高校（創造科学科）、国際高校（国際科）、舞子高校（環境防災科）、
尼崎小田高校（サイエンスリサーチ科、国際探求学科）、鳴尾高校（国際文化情報学科）、西宮高校（音楽科）、
宝塚北高校（演劇科、グローバルサイエンス科）、明石高校（美術科）、明石北高校（自然科学科）、
明石西高校（国際人間科）、加古川東高校（理数科）、三木高校（国際総合科）、社高校（体育科）、
龍野高校（総合自然科学科）、豊岡高校（理数科）、県立大学附属高校（総合科学科）、市立葺合高校（国際科）、
市立尼崎高校（体育科）、市立西宮高校（グローバル・サイエンス科）、市立琴丘高校（国際文化科）

学年ごとに単位を認定し、上の学年に進級する学年制のしくみに加えて、平成６年度から、新たに単位制とい

う柔軟な学びのシステムを導入しています。

「単位」とは、学習の量をあらわす基準のことで、一定時間の授業を継続して受け、高等学校の定める出席や

成績の条件を満たすことによって認定されます。これを「単位の修得」と呼びます。学年の区別なく、必要な単

位を修得することによって卒業が認められるのが単位制高等学校の特徴です。

総合学科においても、単位制のしくみを取り入れています。

中学校と高等学校の６年間を接続し、弾力的な教育活動を展開する中で、生徒の個性や創造性を伸ばすことを

目的としています。

中高一貫教育校には、①一つの学校として一体的に中高一貫教育を行う「中等教育学校」、②同一設置者によ

る中学校と高等学校を接続し、中等教育学校に準じて中高一貫教育を行う「併設型中高一貫教育校」、及び③既

存の市町立中学校と県立高等学校が、教育課程の編成や教員・生徒間交流等の連携を深める形で中高一貫教育を

実施する「連携型中高一貫教育校」があります。

　（中等教育学校）芦屋国際中等教育学校（高等学校入学者選抜はありません。）

　（併設型中高一貫教育校）県立大学附属中学校と県立大学附属高校

　（連携型中高一貫教育校）青垣中学校・氷上中学校と氷上西高校、千種中学校と千種高校

職業学科の他にも、一人一人の多様な個性に対応した様々な専門学科が設置されています。スポーツや芸術、

科学、防災など、各分野において専門的な技術・知識を身につけるとともに人間性を養い、将来、社会の各分野

で活躍できる人材を育成します。

全 日 制 芦屋高校（普通科）、国際高校(国際科)、北須磨高校（普通科）、尼崎稲園高校（普通科）、

 西宮高校（普通科、音楽科）、三田祥雲館高校（普通科）、加古川北高校（普通科)、

 姫路東高校（普通科）、飾磨工業高校（工業科）、市立六甲アイランド高校（普通科）

定 時 制 姫路北高校（普通科）

多 部 制 西宮香風高校（普通科）、阪神昆陽高校（普通科）、西脇北高校（普通科）、

 飾磨工業高校（工業科） 

通 信 制 青雲高校（普通科）、網干高校（普通科）



 入学者選抜 

普通科（単位制を含む）をめざす人                ※連携型中高一貫教育校を除く 

２月実施 

○特色選抜 全日制普通科（単位制を除く）の特色ある類型において実施 

面接・小論文（作文）等（募集定員の20％以内（最大40人）） 

○推薦入学 コース：面接・適性検査等（募集定員の100％） 

      全日制普通科（単位制）： 面接・適性検査等（募集定員の50％） 

※特色ある類型、コースは学区内で受検可能 

※全日制普通科（単位制）は県下全域から受検可能 

※家島高校は県下全域から、村岡高校は全国から、募集定員の50％以内で特色選抜を

実施 

３月実施 
○学力検査  学区内で受検可能 

複数志願選抜 

複数志願選抜 

公立の全日制普通科（単位制を含む）及び総合学科の高等学校で実施します。（ただし、コース、連携

型中高一貫教育校は除きます。） 

  ・個性や能力に応じて高等学校を選択し、１校または２校を志願できます。 

  ・志願者の第１志望を支援するために、第１志望校には一定の加算点を加えて合否判定を行います。 

  ・総合学科のみを志望する場合に限り、学力検査のうちの１教科を音楽、美術、保健体育、技術・家庭

の４教科のうち、希望する１教科の実技検査に替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○志願パターン： 第１志望のみ または 第１志望＋第２志望 

○志願変更    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○合否判定： 

（１）調査書の学習評定と学力検査の成績を合わせた総合得点（素点）が基本となります。素点と調査書の諸記

録を参考にして総合的に合否が判定されます。 

（２）合否の判定方法：次の①、②によって判定します。 

  ① 各高等学校において、第１志望者は素点に一定の第１志望加算点を加えた点数で、第２志望者は素点の

点数で、すべての受検生の点数を順に並べます。 

② 点数が、各校の募集定員数内の順位であれば、総合判定を経てその高等学校へ合格となります。 

・複数志願選抜実施校間では、第２志望に限り、志願変更が可能です。 

・志願変更は出願締め切り後の特定の期間内においてのみ行うことができます。 

・単独選抜実施校から複数志願選抜実施校へ志願変更する場合も、第１志望加算点は適用されます。 

志願変更 

可 

第１志望 第２志望 

第２志望のみ 

志願変更 

可 

志願変更 

不可 

複数志願選抜実施校 単独選抜実施校 

志願変更 

可 
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２月実施 ○推薦入学　　県下全域から受検可能
　　　　　　　面接・小論文（作文）（募集定員の50％）

３月実施 ○学力検査　　学区内で受検可能
　　　　　　　複数志願選抜

連携型中高一貫教育校（氷上西高校・千種高校）をめざす人

２月実施 ○推薦入学　　連携中学校の生徒を対象に実施
　　　　　　　面接・適性検査等（募集定員の75％）

３月実施 ○学力検査　　県下全域から受検可能
　　　　　　　単独選抜　　　※学校ごとに合格者を決定します。

２月実施 多部制：Ⅰ期試験（面接・作文）

３月実施
定時制：学力検査（5教科）
多部制：Ⅱ期試験Ａ（学力検査・面接）
通信制：面接

専門学科（職業教育を主とする学科（職業学科）・特色ある専門学科）をめざす人

２月実施

○推薦入学　　県下全域から受検可能（【注】）
　　　　　　　面接・適性検査等
　　　　　　　（職業学科は募集定員の50％　特色ある専門学科は募集定員の100％）

３月実施 ○学力検査　　県下全域から受検可能（一部の市立高等学校を除く【注】）
　　　　　　　単独選抜　　　※学校ごとに合格者を決定します。

総合学科をめざす人

定時制・多部制・通信制をめざす人

※ただし、職業学科のうち、神戸商業（情報、会計）、市立明石商業（国際会計）、
姫路工業（電子機械）、姫路商業（情報科学）、龍野北（看護、総合福祉）、
　日高（看護、福祉）においては、募集定員の100％

【注】　市立明石商業高校については学力検査において、通学区域が一部の地域に定められています。（平成27年度入
学者選抜実施時）

　　　　

総合学科の選抜では、募集定員の50％について推薦入学による合否判定を行います。推薦入学の学区は
県下全域です。募集定員から推薦入学による合格者を除いた残りの定員は、その高等学校のある学区で、学
力検査（複数志願選抜）による合否判定を行います。（第１志望、第２志望とも総合学科を志望する場合は、
学力検査のうちの１教科を音楽、美術、保健体育、技術・家庭の４教科のうち、希望する１教科の実技検査
に替えることができます。）

専門学科の学区は県下全域です。学力検査と推薦入学の両方を行う学科と、特色ある専門学科のように、
募集定員の100％を推薦入学で行う学科があります。

連携型中高一貫教育校では、募集定員の75％を連携中学の生徒を対象に、推薦入学を行います。そして
募集定員から推薦入学による合格者を除いた人数については、学力検査を行い、高等学校ごとに合格者を決
定します。学力検査は県下全域から受検できます。

定時制・多部制・通信制は県下全域から受検可能です。定時制の選抜では、学力検査（5教科）を行います。
多部制の選抜には、Ⅰ期試験と、Ⅱ期試験Ａがあります。Ⅰ期試験では面接・作文を行います。Ⅱ期試験Ａの学力
検査の内容は各学校で定められます。その他、転・編入の生徒を対象としたⅡ期試験Ｂ（3月中旬）や、中学校既
卒生等を対象としたⅢ期試験（8～9月）も行っています。通信制の選抜では、面接を行います。




